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 参考）モリソン-ボイド「有機化学第三版」第29章。
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 [4]  次の反応の立体化学を説明せよ。

 [5]  

[6] C6H6 の異性体として、Dewarベンゼン(A)とプリ
ズマン(B)が知られており、このような歪みをもった化
合物を合成するのに、しばしば光反応が用いられる。
問１．A は、ベンゼンに比べて約 250 kJ/mol 不安定であるにもかかわらず、暗所
室温でベンゼンへ変換されるのは大変遅く、半減期約２日である。ベンゼンへの変
換の Eact が大きいのはこの反応が熱反応対称禁制であることに帰せられている。説
明せよ。（ヒント：シクロブテンとブタジエンとの変換を適用してみよ）
問２．つぎの反応式を [2+2] 光環化付加反応とみなして、反応機構を説明せよ。な
お、t-ブチル基（ (CH3)3C- ）は、化合物を安定化させるためだけに導入されたも
のである。

問３．上の反応が左辺へ戻る過程は熱反応許容か禁制か。安定性を欠くと予想され
る化合物の合成計画として、このことはどのような効果があるか。
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[7] 「日光浴しないとクル病になる（ビタミンＤ不足になる）」というにはワケがあ

る。動物の皮膚を日光にさらすと、7-dehydrochlesterol (X) は、pre-cholecalci-

ferol (Y) を経てホルモンである cholecalciferol に変換される。この化合物はいわゆ

るビタミンD3 であって、骨の成長に際して重要な役割を果たしている。以下の反応

はどのような過程であるかを詳しく説明せよ。
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